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特許検索事例研究会 ～拒絶理由に学ぶ特許検索式の立案ノウハウ～ 

 

「演習問題２４：セメント組成物」の事例解説 

 

１．演習問題２４の内容 

演習問題２４の題材公報は「特開２０１６－１３２５８７：セメント組成物」です。この

特許出願の請求項１の新規性を確認するための検索式を検討してください。 

 

【発明の名称】セメント組成物 

【要約】セメント組成物の強度を向上させることにある。 

【請求項１】 

セメントと高炉スラグ微粉末とを有する結合材と、 

骨材と、水と、を有するセメント組成物であって、 

前記セメントの単位セメント量を９０～１４２ｋｇ／ｍ3としたセメント組成物。 

 

そして、拒絶理由の中で、【請求項１】の新規性を否定するとして示された引用文献が２

件ありました。 

 

引用文献１：特開２０１４－１１４１７６ 

引用文献２：特開２０１２－１９７２１２ 

 

＜拒絶理由通知書に記載された審査官のコメント＞ 

引用文献１には、セメント、高炉スラグ微粉末、細骨材、粗骨材、水を含有するコンク

リート材料において、セメントの単位量が９８ｋｇ／ｍ３のものが記載されている（図

１～２、特に、図２における「Ｃａｓｅ２～４」参照）。 

引用文献２には、セメント、高炉スラグ微粉末、細骨材、粗骨材、水を含有するコンク

リート材料において、セメントの単位量が１００～１３５ｋｇ／ｍ３のものが記載され

ている（段落【００２７】～【００３７】、特に、段落【００３５】表１の「実施例１

～４」及び「比較例７、８、１０」参照）。 

よって、本願の請求項１に係る発明と引用文献１又は２に記載された発明とは発明特定

事項に差異がない。 

 

皆様は、この引用文献を抽出することができたでしょうか？ また、どのような検索戦略

を立案すればヒットさせられるでしょうか？ 

 

２．発明の認定および題材公報と引用文献との対比 

まずは、調査対象とした発明の認定作業から行いましょう。 

今回は無機材料に関する題材として、セメント組成物を取り上げました。セメント系の材

料としては、セメント、コンクリート、モルタルがありますが、それらの違いはご存じで

しょうか？ 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-2016-132587/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-2014-114176/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-2012-197212/11/ja
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コンクリートとモルタルはセメントから作られています。セメントに水を混ぜると接着し

て固まることを利用しています。 

具体的な配合内容は、「コンクリート＝セメント＋水＋砂＋砂利」であり、「モルタル＝セ

メント＋水＋砂」なのです。コンクリートは強度を有するので構造体として利用され、モ

ルタルは柔軟性があり装飾性に優れることから仕上げ材として利用されています。 

今回、題材となる発明の名称は「セメント組成物」となっていますが、配合内容が「セメ

ント＋水＋粉末結合剤＋骨材」であることからすると、コンクリート組成物であるとも言

えるかもしれません。 

 

請求項１では、セメント組成物は、『セメント』と『高炉スラグ』と『骨材』と『水』か

ら構成され、セメントが占める割合を示す『単位セメント量』が特定の数値範囲内である

ことが特徴になっています。 

 

ここで、題材公報と引用文献に付与されている特許分類やキーワード表現の、一致点、相

違点について確認してみましょう。図１は題材公報と引用文献との対比表です。 
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図１ 題材公報と引用文献の対比表 

 

特許分類について比較してみると、題材公報と２件の引用文献に共通付与されたＦＩは

「Ｃ０４Ｂ２８／０４：ポルトランドセメント」でありました。その他、「Ｃ０４Ｂ１８

／１４Ｃ：水砕スラグ」は「Ｃ０４Ｂ１８／１４Ａ：高炉スラグ」の下位分類であること

から、「Ｃ０４Ｂ１８／１４Ａ」を指定することで、題材公報はヒットしませんが、２件

の引用文献は両方ともヒットします。 

Ｆタームについては、題材公報と２件の引用文献のすべてに「４Ｇ１１２：セメント、コ

題材公報 引用文献１ 引用文献２
特開2016-132587 特開2014-114176 特開2012-197212

出願日(優先日) 2015/1/19 2012/12/6 2011/5/23(2011/3/4)
公報発行日 2016/7/25 2014/6/26 2012/10/18

出願人 株式会社大林組 西松建設株式会社、戸田建設株式会社 株式会社竹中工務店、竹本油脂株式会社
発明の名称 セメント組成物 コンクリート材料 無収縮ＡＥコンクリート組成物

図面

C04B7/19

C04B18/14A：高炉スラグ
C04B18/14C：・・水砕スラグ

C04B22/06Z
C04B24/10

C04B24/18B
C04B24/26Z
C04B24/32A

C04B28/08
C04B111/34

PC12、PD03 PA29 PA29、PB03、PB31、PB36

セメント セメント セメント

単位セメント量、単位量 単位セメント量、単位量 単位量

高炉スラグ微粉末 高炉スラグ微粉末 高炉スラグ微粉末

結合材 記載なし 記載なし

骨材、細骨材、粗骨材 骨材、細骨材、粗骨材 骨材、細骨材、粗骨材

水 水 水

キーワード

ＦＩ
(更新データ)

対比公報

Ｆターム
(更新データ)

C04B28/04：無機結合剤を含有、または無機結合剤と有機結合剤との反応生成物を含有するポルトランドセメント

C04B20/00B：粒度分布に特徴があるモルタル，コンクリート，または人造石のための充填材

4G112：セメント、コンクリート、人造石、その養生
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ンクリートなど」のテーマコードが付与されていますが、具体的な細分類コードについて

は共通付与されているものは見られませんでした。 

 

キーワード表現について比較してみると、表現方法のばらつきはほとんど見られません

が、「単位セメント量」と指定すると、引用文献２はヒットしませんので、セメントに限

らず配合成分の割合を示す指標を表す「単位量」というキーワードも用いた方が良いかと

思われます。また、題材公報では、水に混ぜると接着する作用を有する「セメント」と

「高炉スラグ微粉末」を「結合材」と表現していますが、２つの引用文献では「結合材」

という記載は見られません。 

 

効果的に引用文献をヒットさせるためには、共通性が高い分類を見つけ出し、検索式に採

用することと、キーワード指定を行う時には、類義語表現についてケアすることが必要と

なります。皆様は、共通性が高い特許分類を特定し、適切な類義語展開を実施することが

できたでしょうか？ 

 

３．検索報告書からの学び 

今回の題材では登録調査機関に検索外注が行われ、登録調査機関より検索報告書が作成さ

れていました。検索報告書の中では検索論理式やスクリーニングサーチの結果について報

告されているので、登録調査機関の調査員が、どのような検索アプローチを実施している

のかを確認できます。 

 

今回の調査では、Ｎｏ．１～８の検索アプローチが行われていました。実際に行われた検

索論理式とヒット件数を図２に示しました。 

 

 

図２ 検索報告書の検索論理式 

■検索論理式
年月範囲： 年 月 日～2015年1月19日
【Ｎｏ．】 【クレームＮｏ．】 【テーマコード】 【検索論理式】 【件数】

1 1 4G112 C04B28/08*単位セメント量/AL 47

2 1 4G112 [C04B28/02*[C04B18/14@(A+B+C)+%C04B18:14@(A+B+C)]
*単位セメント量/AL]-\01

75

3 1 4G112 [[C04B18/14@(A+B+C)+%C04B18:14@(A+B+C)]*単位セメン
ト量/AL]-\01-\02

12

4 1 4G112 [C04B28/02*[C04B18/14@(A+B+C)+%C04B18:14@(A+B+C)]
*単位量/AL]-\01-\02-\03

59

5 1 4G112 [C04B28/08*単位量/AL]-\01-\02-\03-\04 36

6 1 4G112 [C04B28/02*高炉スラグ微粉末/AL*(二酸化炭素+ＣＯ２)/AL]-
\01-\02-\03-\04-\05

164

7 1 4G112 [C04B28/08*セメント量/AL*(二酸化炭素+ＣＯ２)/AL]-\01-
\02-\03-\04-\05-\06

5

8 1 4G112 [C04B28/08*高炉スラグ微粉末/AL]-\01-\02-\03-\04-\05-
\06-\07

159

スクリーニング件数合計： 557
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Ｎｏ．１、５、７では、題材公報のみに付与されていた「Ｃ０４Ｂ２８／０８：スラグセ

メント」を指定しながら、『単位セメント量』『単位量』『セメント量』といったキーワー

ドで絞込を行った検索式が立案されています。題材公報のみに付与されているＦＩを指定

していますので、当然ながら、２つの引用文献はヒットしていません。 

Ｎｏ．２、４、６では、題材公報と２件の引用文献のすべてに付与されていた「Ｃ０４Ｂ

２８／０４：ポルトランドセメント」の上位階層である「Ｃ０４Ｂ２８／０２：水硬性セ

メント」を指定しながら、「高炉スラグ微粉末」の概念を表すキーワード、または、「高炉

スラグ微粉末」に関するＦＩ分類を掛け合わせた検索式が立案されています。 

 

次に、スクリーニングが行われた結果を図３に示しました。国内特許調査により、８件の

特許文献が抽出されており、引用文献１と引用文献２の両方とも提示されています。 

引用文献１である提示文献Ｎｏ．１は、図２の検索式Ｎｏ．２の検索により抽出され、引

用文献２である提示文献Ｎｏ．２は、図２の検索式Ｎｏ．４の検索により抽出されていま

す。 

 

引用文献として採用された提示文献Ｎｏ．１と提示文献Ｎｏ．２以外にも、【代表カテゴ

リ】が「Ｘカテゴリ（新規性なし）」となっている４件の提示文献が抽出されています。 

 

 

図３ 検索報告書のスクリーニングサーチの結果 

 

４．数値限定の数値記載部分の抽出 

今回の題材のような、配合組成に関する発明では、組成の有無とともに、その組成に関す

る数値範囲が特徴になっているものが多いかと思います。 

組成とその数値範囲が実施例として記載される場合は、表やグラフの画像で表示されるこ

とが多いのですが、画像で表示されたものをスクリーニングで抽出する際の注意点は、過

■スクリーニングサーチの結果
【Ｎｏ．】 【提示文献の種別】 【対話型追加文

献の種別】
【提示文献】 【代表カテゴリ】 【式Ｎｏ．】

1 特許文献 特開２０１４－１１４１７６号公報 Ｘ 2

2 特許文献 特開２０１２－１９７２１２号公報 Ｘ 4

3 特許文献 特開２０１０－２８５２９２号公報 Ｘ 6

4 特許文献 特開２００９－０６７６５２号公報 Ｘ 8

5 特許文献 特開２０１０－２６５１６６号公報 Ｘ 2

6 特許文献 特開２０１１－２３６０７３号公報 Ｘ 5

9 特許文献 特開２０１５－１８２９１７号公報 ＥＡ 1

10 特許文献 特開２０１５－２２１７３５号公報 ＥＡ 1
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去に検討を行った題材２１で解説しています。 

 

そこで、今回は全文中のテキストデータ内で、実施例の配合組成の数値記載があるものを

ヒットさせる工夫について説明します。 

 

 

図４ 単位表記のハイライト 

 

図４では、今回の発明のポイントである『単位セメント量』の数値が記載されている部分

を示しています。 

今回の事例では、『単位セメント量』『単位量』というテキスト部分をハイライトさせると

ともに、その数値の単位である『ｋｇ／ｍ３』もハイライトさせています。 

単位をハイライトさせることで、数値項目名が「単位セメント量」や「単位量」ではなく

て、『単位ポルトランドセメント量』『単位高炉セメント量』『配合割合』として数値が記

載されている部分にも注目することができます。 
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なお、単位表記のテキストはハイライトさせるだけではなく、検索キーワード展開の１つ

としても採用することができます。今回の事例では「単位セメント量」「単位量」と指定

するとともに「ｋｇ／ｍ３」も並列指定して検索を行い、モレを防ぐようにしました。 

 

５．実行したい検索式の具体例 

今回の題材で実施できたら良いと思われる検索式の例をご紹介します。 

 

ＦＩ＝Ｃ０４Ｂ２８／０２ 

×名称+要約+請求項＝（高炉スラグ）×（骨材） 

×全文＝（単位セメント量+単位量+ｋｇ／ｍ３） 

→ヒット件数:１７２件 題材公報:○ 引用文献１:○ 引用文献２:○ 

「水硬性セメント」のＦＩ分類に対して、「高炉スラグ」の概念のキーワードを掛け合わ

せるとともに、「単位セメント量」の概念のキーワードで絞り込みました。題材公報と２

件の引用文献のすべてがヒットします。 

 

ＦＩ＝Ｃ０４Ｂ１８／１４Ａ 

×名称+要約+請求項＝（セメント）×（骨材） 

×全文＝（単位セメント量+単位量+ｋｇ／ｍ３） 

→ヒット件数:１５２件 題材公報:× 引用文献１:○ 引用文献２:○ 

「高炉スラグ」のＦＩ分類に対して、「セメント」の概念のキーワードを掛け合わせると

ともに、「単位セメント量」の概念のキーワードで絞り込みました。２つの引用文献の両

方がヒットします。 

 

名称+要約+請求項＝（セメント）×（高炉スラグ）×（骨材） 

×全文＝（単位セメント量+単位量+ｋｇ／ｍ３） 

→ヒット件数:１７９件 題材公報:○ 引用文献１:○ 引用文献２:○ 

発明の要部に、「セメント」と「高炉スラグ」と「骨材」の概念のキーワードを含み、さ

らに、全文中には「単位セメント量」の概念のキーワードを含むものに絞り込んだ、キー

ワード指定のみの検索式です。題材公報と２件の引用文献のすべてがヒットします。 

 

６．今回の事例から学んだポイント 

今回の演習課題への取り組みにより得られた知見をまとめます。 

（１）数値項目の数値記載部分をスクリーニングする際には、その数値項目の単位表記を

ハイライトさせる。 

 

配合組成テーマのスクリーニングを実施する際には、数値記載を見逃すことなく抽出した

いですね。 

 

－以上－ 


